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11
月
25
日
、
法
政
大
学

（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
開

催
さ
れ
た
「
関
東
学
生
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
大
会
」
で
商
学

部
・
八
島
明
朗
ゼ
ミ
の
境
澤

班
が
、
論
文
賞
５
位
に
入
賞

し
た
。

　
境
澤
班
の
メ
ン
バ
ー
は
、

商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学

科
３
年
次
生
の
境
澤
大
樹
、

浦
上
勝
、
日
野
友
里
花
、
西

山
穂
乃
香
、吉
田
澪
の
５
人
。

　
関
東
学
生
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
大
会
は
、
関
東
の
大
学
の

経
営
、
経
済
、
商
学
系
の
ゼ

ミ
に
所
属
す
る
学
生
が
参
加

す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
大

会
。
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
の

も
と
約
半
年
間
研
究
を
重
ね

論
文
を
提
出
し
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　
今
年
度
は
「
新
時
代
を
つ

く
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
本
学
の
ほ

か
、
早
稲
田
、
慶
応
、
立
教

な
ど
10
大
学
14
ゼ
ミ
計
38
班

が
参
加
し
た
。

　
境
澤
班
は
、
企
業
が
行
っ

て
い
る
「
記
念
日
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」
に
着
目
し
た
研
究

を
行
っ
た
。
企
業
の
製
品
の

Ｐ
Ｒ
や
販
売
促
進
を
目
的
と

し
て
、
自
社
製
品
に
「
◯
◯

の
日
」
と
い
っ
た
記
念
日
を

設
け
て
い
る
。

　
し
か
し
い
ま
だ
記
念
日
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
有
効
な
要

素
は
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ご
く
一
部
し
か
認
知
さ
れ
て

い
な
い
、
記
念
日
に
商
品
が

購
買
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い

っ
た
現
状
を
見
い
だ
し
、
記

念
日
の
認
知
や
購
買
意
欲
に

つ
な
が
る
有
効
的
要
素
を
解

明
し
た
。

　
境
澤
班
は
「
約
半
年
以
上

研
究
を
重
ね
、
壁
に
ぶ
つ
か

る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た

が
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
て
本
当
に

う
れ
し
い
。
班
員
全
員
が
全

力
で
頑
張
っ
て
き
た
証
し
だ

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

る
。

 

（
八
島
ゼ
ミ
・
敬
称
略
）

　「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
る
経
営
学
部

・
福
原
康
司
ゼ
ミ
（
24
人
）

は
、
２
０
１
５
年
か
ら
有
志

に
よ
る
夏
合
宿
を
東
南
ア
ジ

ア
な
ど
で
実
施
、
現
地
の
大

学
生
と
英
語
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
通
じ
て
交
流
し
、
商

業
施
設
や
企
業
を
訪
問
し
て

い
る
。

　
16
年
か
ら
は
、
大
学
選

び
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、

す
べ
て
を
ゼ
ミ
生
が
企
画
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際
交

流
事
務
課
ス
タ
ッ
フ
の
助
言

や
協
力
を
得
て
、
国
際
交
流

協
定
校
な
ど
海
外
の
大
学
に

メ
ー
ル
を
送
っ
て
受
け
入
れ

校
を
探
し
た
。
今
年
度
は
ベ

ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
を
５
日
間

訪
ね
、
国
民
経
済
大
学
学
生

と
の
交
流
会
や
現
地
企
業
の

訪
問
が
実
現
し
た
。
合
宿

後
、
一
部
の
ゼ
ミ
生
は
英
語

へ
の
学
習
熱
が
高
ま
り
、
豪

州
へ
長
期
留
学
を
し
た
学
生

も
い
る
。

　「
他
人
で
は
な
く
自
ら
作

り
上
げ
た
経
験
こ
そ
が
学
習

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ

せ
る
」
と
指
導
の
福
原
准
教

授
は
話
す
。
今
夏
合
宿
に
参

加
し
た
14
人
の
中
か
ら
２
人

の
体
験
記
を
紹
介
す
る
。

　「
法
学
部
で
学
ん
だ
こ
と

を
最
大
限
に
生
か
し
、
社
会

の
役
に
立
ち
た
い
」
と
語
る

小
川
あ
さ
美
さ
ん
（
法
４
）

は
現
在
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
る
都
内
の
法
律
事
務
所
で

４
月
か
ら
正
社
員
と
し
て
働

く
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

書
証
の
作
成
の
ほ
か
、
登
記

簿
や
戸
籍
を
取
っ
た
り
、
判

決
文
を
受
領
し
た
り
と
弁
護

士
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
に

当
た
る
。

　
国
際
法
が
専
門
の
森
川
幸

一
ゼ
ミ
で
学
び
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
協
定
）
に
つ
い
て
発
表

し
た
。
調
べ
て
い
く
う
ち
に

国
家
間
の
取
引
と
視
点
だ
け

で
な
く
、
農
家
や
自
分
た
ち

の
生
活
に
直
結
す
る
身
近
な

問
題
だ
と
気
づ
い
た
と
い

う
。「
判
例
を
読
み
込
む
だ

け
で
は
な
い
、
今
、
社
会
や

世
界
で
実
際
に
動
い
て
い
る

法
律
を
知
る
こ
と
が
面
白

い
」
と
話
す
。

　
森
川
教
授
の
勧
め
で
昨
年

１
月
か
ら
法
律
事
務
所
で
働

き
始
め
た
。

　
民
法
の
教
科
書
を
見
直
し

な
が
ら
、
実
務
に
携
わ
る
重

責
を
か
み
し
め
る
日
々
。

「
最
初
は
電
話
に
出
て
も
法

律
の
専
門
用
語
が
分
か
ら

ず
、
メ
モ
す
る
の
に
も
苦
労

し
た
」
が
、
依
頼
者
や
企

業
、
行
政
な
ど
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
や
り
取
り
を
見
る
に
つ

け
、
法
律
の
重
要
さ
を
実
感

す
る
。「
世
の
中
は
法
律
で

成
り
立
っ
て
い
る
。
知
ら
な

い
ま
ま
で
過
ご
し
た
り
独
学

で
学
ん
だ
り
す
る
よ
り
、
法

学
部
で
基
礎
か
ら
し
っ
か
り

学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」

　
法
律
事
務
所
の
業
務
を
き

っ
か
け
に
不
法
行
為
法
や
親

族
法
な
ど
の
授
業
を
新
た
に

履
修
し
、
勉
強
に
励
ん
で
い

る
。

　
卒
論
で
は
世
界
遺
産
な
ど

文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
国

際
法
に
つ
い
て
取
り
上
げ

た
。
卒
業
を
前
に
「
自
分
に

興
味
が
あ
る
こ
と
を
学
べ
た

４
年
間
」
と
充
実
し
た
笑
顔

で
振
り
返
る
。

　
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人

材
の
育
成
を
目
指
す
「
ト

ビ
タ
テ
！ 

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」
は
官
民
共
同
の
海
外
留

学
の
奨
学
金
制
度
だ
。

　
専
大
生
と
し
て
初
め
て
採

用
さ
れ
た
「
ト
ビ
タ
テ
」
留

学
生
（
５
期
）
の
安
藤
聡
希

さ
ん
（
経
済
４
）
は
、
２
０

１
６
年
９
月
か
ら
約
１
年

間
、
中
南
米
の
ペ
ル
ー
、
グ

ア
テ
マ
ラ
２
カ
国
で
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
体
験
し

た
。
異
文
化
の
中
で
活
動
し

何
を
感
じ
た
の
か
。
安
藤
さ

ん
は
昨
年
12
月
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
留
学
希
望
の
学
生

た
ち
に
向
け
体
験
報
告
を
行

っ
た
。

　「
ト
ビ
タ
テ
」
の
対
象
は
、

明
確
な
目
的
と
意
欲
的
な
目

標
に
基
づ
く
実
践
活
動
。
安

藤
さ
ん
の
留
学
の
目
的
は

「
環
境
問
題
や
貧
困
な
ど
の

社
会
的
課
題
の
解
決
を
目
指

す
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の

分
野
で
働
き
た
い
。
そ
の
た

め
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
た
い
」

と
い
う
も
の
。
専
大
入
学

後
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
で
４
カ

月
間
、
世
界
一
周
の
船
旅
を

し
た
体
験
が
発
展
途
上
国
に

目
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
。

　「
ト
ビ
タ
テ
」
で
は
、
ま

ず
ペ
ル
ー
の
首
都
リ
マ
の
語

学
学
校
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
必
要
な
ス
ペ
イ
ン
語
の

語
学
力
を
身
に
つ
け
た
。
留

学
前
は
、
あ
い
さ
つ
と
一
桁

の
数
字
が
分
か
る
程
度
の
ス

ペ
イ
ン
語
能
力
だ
っ
た
が
、

学
校
の
授
業
と
自
己
学
習
で

１
日
最
長
10
時
間
を
費
や

し
、
４
カ
月
間
で
現
地
の
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　「
グ
ア
テ
マ
ラ
で
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
」
と
い
う
高

い
目
標
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
た
。
短
期
間
で
の
上

達
法
は
「
完
璧
な
文
法
を
習

得
し
よ
う
と
思
わ
な
い
こ

と
。
ス
ペ
イ
ン
語
学
習
の
目

標
と
上
達
し
た
い
レ
ベ
ル
を

明
確
に
す
る
こ
と
だ
」
と
話

し
た
。

　
４
カ
月
後
、
グ
ア
テ
マ
ラ

第
２
の
都
市
ケ
ツ
ァ
ル
テ
ナ

ン
ゴ
で
日
本
相
手
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ス
ペ
イ
ン
語
学
習
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
す
る
日
系
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
ス
パ
ニ
ッ
シ
モ
」

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
場

に
。
業
務
は
ス
ペ
イ
ン
語
講

師
の
採
用
や
訓
練
、
レ
ッ
ス

ン
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
。
ほ
か

に
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
た
め
授

業
の
状
況
や
生
徒
の
様
子
に

つ
い
て
講
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
も
行
っ
た
。

　
留
学
中
は
何
度
か
挫
折
が

あ
り
「
ス
ペ
イ
ン
語
が
分
か

ら
ず
い
ら
い
ら
し
た
」
こ
と

や
語
学
学
校
で
孤
立
し
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
披
露
し
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
イ
コ
ー
ル
語
学
力
で
は
な

い
。
ま
ず
人
と
向
き
合
う
こ

と
が
大
切
」
と
語
り
、「
何

を
す
べ
き
か
を
考
え
、
あ
き

ら
め
な
い
精
神
力
を
持
つ
こ

と
が
目
標
達
成
の
一
歩
に
な

る
」
と
結
ん
だ
。

　「
将
来
は
ペ
ル
ー
で
働
き

た
い
」
と
言
う
安
藤
さ
ん
は

現
在
、
本
学
で
中
南
米
の
経

済
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

の
分
野
を
さ
ら
に
深
め
る
勉

強
に
励
ん
で
い
る
。

　「
心
の
は
た
ら
き
」
と
「
脳

活
動
」
と
の
関
係
を
解
き
明

か
す
｜
｜
。
人
間
科
学
部
心

理
学
科
、
石
金
浩
史
教
授
の

生
理
心
理
学
研
究
室
は
こ
う

し
た
研
究
目
標
を
掲
げ
活
動

し
て
い
る
。
も
の
を
見
た
り

考
え
た
り
し
た
と
き
、
脳
は

ど
う
動
く
か
。
脳
が
ど
の
よ

う
に「
心
」に
関
わ
っ
て
い
る

の
か
。「
脳
波
で
頭
の
中
を
の

ぞ
き
、
そ
の
動
き
を
解
明
す

る
の
は
謎
解
き
の
よ
う
で
面

白
い
」
と
ゼ
ミ
生
は
語
る
。

　
心
理
学
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

専
門
領
域
が
あ
り
、
本
学
で

も
多
様
な
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。
基
礎
心
理
学
の
一
分

野
で
あ
る
生
理
心
理
学
は
、

心
の
基
本
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
知
る
学
問
。
人
間
を
対
象

と
し
た
研
究
で
は
脳
波
を
用

い
、
見
た
り
感
じ
た
り
し
た

場
合
の
脳
の
活
動
に
つ
い
て

分
析
す
る
ほ
か
、
動
物
実
験

も
行
う
。

　
石
金
教
授
の
専
門
は
視
覚

神
経
科
学
。「
人
間
の
心
的

機
能
を
支
え
て
い
る
の
は
、

脳
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま

た
、『
見
る
』
機
能
も
脳
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

外
の
世
界
の
映
像
情
報
が
、

目
か
ら
ど
の
よ
う
に
脳
に
送

ら
れ
て
い
る
か
、
脳
や
ニ
ュ

ー
ロ
ン
（
神
経
細
胞
）
活
動

の
レ
ベ
ル
で
根
本
的
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
る
」
と
石
金
教
授
は
静

か
に
語
る
。

　
ゼ
ミ
生
は
４
年
次
生
３

人
、
３
年
次
生
６
人
。
石
金

教
授
の
指
導
の
下
、
そ
れ
ぞ

れ
が
興
味
あ
る
脳
の
働
き
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

　
上
田
莉
穂
さ
ん
（
４
年

次
）
は
音
楽
の
励
ま
し
効
果

に
つ
い
て
卒
論
を
ま
と
め

た
。「
心
は
見
え
な
い
け
れ

ど
、
生
理
心
理
学
で
は
脳
の

動
き
を
追
う
こ
と
で
、
心
を

可
視
化
で
き
る
」
と
魅
力

を
語
る
。「
眠
る
こ
と
が
好

き
」
と
い
う
須
永
範
子
さ
ん

（
４
年
次
）
の
卒
論
テ
ー
マ

は
「
午
後
の
眠
気
に
対
す
る

覚
醒
の
研
究
」。
歯
磨
き
な

ど
の
刺
激
が
眠
気
覚
ま
し
に

ど
う
影
響
す
る
か
調
べ
た
。

就
職
先
は
寝
具
会
社
。「
研

究
の
成
果
を
生
か
し
た
い
」

と
意
気
込
む
。

　
研
究
は
脳
波
測
定
実
験
を

行
い
、
デ
ー
タ
を
集
め
、
数

値
を
基
に
解
析
す
る
。
そ
の

た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も

自
分
た
ち
で
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
は
ま
っ
た
く
の
独
学
で

苦
労
し
た
が
、
ゼ
ミ
の
皆
で

助
け
合
っ
て
い
る
。
ピ
タ
リ

と
あ
て
は
ま
っ
た
時
の
喜
び

は
大
き
い
」
と
平
野
そ
ら
さ

ん
（
３
年
次
）。

　
初
の
国
家
資
格
「
公
認
心

理
師
」
の
試
験
が
今
年
か
ら

始
ま
り
、
本
学
心
理
学
科
で

も
資
格
取
得
へ
の
対
応
を
図

っ
て
い
る
。「
心
の
は
た
ら

き
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

は
脳
の
基
礎
的
知
識
は
不
可

欠
」
と
石
金
教
授
は
重
要
性

を
語
る
。

　
遺
物
や
遺
構
と
対
話
し
、

先
人
の
暮
ら
し
や
古
代
の
対

外
交
流
の
姿
を
今
に
よ
み
が

え
ら
せ
る
べ
く
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、
文
学
部
歴
史
学

科
の
高
久
健
二
ゼ
ミ
。
２
〜

４
年
次
生
14
人
が
東
ア
ジ
ア

の
考
古
学
を
学
ぶ
。
研
究
対

象
は
時
代
も
国
も
多
彩
だ
。

　「
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど

興
味
が
増
す
。
高
校
の
授
業

で
は
学
ば
な
か
っ
た
歴
史
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
面
白

い
」
と
語
る
ゼ
ミ
長
の
舛
野

雄
大
さ
ん
（
３
年
次
）
は
渡

来
人
と
日
本
の
山
城
の
関
係

を
研
究
す
る
。

　
春
と
夏
に
は
、
日
本
の
考

古
学
が
専
門
の
土
生
田
純
之

ゼ
ミ
と
合
同
で
、
国
内
で
発

掘
調
査
を
行
う
。「
２
年
次

で
初
め
て
参
加
し
た
と
き
は

ま
っ
た
く
分
か
ら
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
掘
っ
て
い
く
と
土

の
色
が
違
う
こ
と
や
出
土
し

た
も
の
が
何
か
分
か
る
よ
う

に
な
る
。
土
に
触
れ
る
こ
と

で
、
机
の
上
で
学
ん
で
い
た

こ
と
が
実
感
を
も
っ
て
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

佐
藤
礼
奈
さ
ん
（
３
年
次
）

は
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
春
に
行
う
川
崎
市
高
津
区

の
蟹
ケ
谷
古
墳
群
の
発
掘
は

土
生
田
ゼ
ミ
に
加
え
、
日
本

大
、
国
学
院
大
、
川
崎
市
と

の
合
同
調
査
。「
調
査
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
学
び
を

実
践
す
る
と
と
も
に
、
ゼ
ミ

や
大
学
の
枠
を
超
え
た
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
が
で
き
る
貴
重

な
場
」と
高
久
教
授
は
語
る
。

　
昨
夏
の
漆
山
古
墳
（
群
馬

県
高
崎
市
）
調
査
で
は
、
測

量
担
当
で
直
接
発
掘
に
携
わ

れ
な
か
っ
た
秋
元
陽
平
さ
ん

（
２
年
次
）
は
「
自
分
の
手

で
何
か
掘
り
当
て
た
い
」

と
、
今
度
の
蟹
ケ
谷
古
墳
群

調
査
を
待
ち
わ
び
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
直

接
モ
ノ
に
触
れ
る
こ
と
が
ゼ

ミ
の
最
大
の
特
徴
だ
が
、
一

方
で
文
献
読
解
も
重
要
な
学

び
だ
。
古
代
朝
鮮
の
考
古
学

が
専
門
の
高
久
教
授
の
下
、

後
期
の
ゼ
ミ
で
は
韓
国
で
書

か
れ
た
最
新
の
論
文
を
読
み

解
く
。
韓
国
語
の
専
門
用
語

や
地
名
、
論
文
特
有
の
難
解

な
言
い
回
し
に
難
儀
す
る
ゼ

ミ
生
も
少
な
く
な
い
。

　
こ
の
翻
訳
を
手
に
、
春
期

休
暇
中
、
韓
国
へ
調
査
旅
行

に
赴
く
。
石
橋
優
里
さ
ん

（
４
年
次
）
は

「
卒
論
の
テ
ー
マ

が
な
か
な
か
決
ま

ら
な
か
っ
た
が
、

昨
年
の
韓
国
調
査

旅
行
で
刺
激
を
受

け
、
朝
鮮
半
島
の

寺
院
の
研
究
に
決

め
た
」
と
し
、
卒

論
の
総
仕
上
げ
に

力
を
注
い
だ
。

　
高
久
教
授
は

「
モ
ノ
か
ら
読
み

解
く
歴
史
の
面
白

さ
、
途
切
れ
た
こ

と
の
な
い
日
本
と

大
陸
・
半
島
と
の

関
係
を
学
ん
で
ほ

し
い
」
と
ゼ
ミ
生

に
語
り
か
け
る
。

　
専
修
大
学
に
は
７
学

部
17
学
科
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
び
の
場
で

学
生
た
ち
が
専
門
的
知

識
を
磨
き
、
自
ら
考
え

行
動
す
る
力
を
養
っ
て

い
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や

研
究
活
動
、
国
際
交
流

や
自
己
研
さ
ん
な
ど
学

内
外
で
活
躍
す
る
学
生

の
姿
を
紹
介
す
る
。

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
部
は
５
面
に
掲
載
）

専門的
知識磨き

行動する
　力養う

遺
物
と
対
話 

歴
史
掘
り
起
こ
す

 

文
・
高
久
ゼ
ミ

 

人
間
科
学
・
石
金
ゼ
ミ

心
と
脳
の
関
係
を
解
き
明
か
す

中
南
米
で
語
学
習
得
・
就
業
体
験

ト
ビ
タ
テ
留
学
生 

安
藤 

聡
希
さ
ん
（
経
済
４
）

　
中
村
　
南
美

 

（
経
営
３
）

　
漠
然
と
異
文
化
交
流
に
興

味
を
抱
い
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
日
本
企
業
が
生
産
や
販

売
の
拠
点
と
し
て
進
出
し
て

い
る
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
夏
期
休
暇
中
に
本
学
の
国

際
交
流
奨
励
生
と
し
て
、
ゼ

ミ
生
よ
り
先
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
訪
れ
、
日
本
の
小
売

業
の
進
出
状
況
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ン
ビ

ニ
や
衣
料
品
店
の
品
ぞ
ろ

え
、
展
示
方
法
な
ど
の
販
売

ス
タ
イ
ル
を
観
察
し
、
国
ご

と
に
比
較
分
析
も
し
ま
し

た
。
合
宿
に
合
流
し
て
か
ら

は
、
現
地
日
本
人
ス
タ
ッ
フ

か
ら
話
を
聞
く
時
間
が
あ
っ

た
の
で
、
さ
ら
に
研
究
が
深

め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
合
宿
で

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
格

差
の
問
題
で
す
。
ハ
ノ
イ
の

高
級
住
宅
街
で
あ
る
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
に
隣
接
し
た
雑

居
ビ
ル
や
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
の

住
居
。
貧
富
の
差
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。

　
合
宿
で
は
海
外
で
目
や
耳

に
飛
び
込
ん
で
く
る
実
際
の

情
報
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
は
決
し
て
感
じ
る
こ
と
の

で
き
な
い
臨
場
感
を
も
っ
て

伝
わ
り
、
文
化
や
慣
習
、
経

営
ス
タ
イ
ル
の
違
い
や
現
実

を
多
少
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
タ
テ
ィ
ア
ー
ナ
・

 

メ
ジ
ョ
ー
ワ（
経
営
２
）

　
５
年
前
に
ロ
シ
ア
か
ら
来

日
し
、
留
学
生
と
し
て
専
修

大
学
経
営
学
部
に
入
学
し
ま

し
た
。
２
年
次
の
秋
に
福
原

ゼ
ミ
に
内
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
の
不
注
意
で
進
級
す

る
こ
と
が
か
な
わ
な
く
な

り
、
今
年
度
は
非
公
式
な
形

で
ゼ
ミ
活
動
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
福
原
ゼ
ミ
の
理
念
は
「
よ

く
学
び
よ
く
遊
ぶ
」。
夏
合

宿
は
こ
の
理
念
を
体
現
す
る

重
要
な
行
事
で
す
。
私
は
合

宿
係
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
滞

在
中
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

や
現
地
大
学
生
た
ち
と
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
役
を
務
め
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

ま
ず
国
民
経
済
大
学
の
学
生

た
ち
が
、
民
族
衣
装
ア
オ
ザ

イ
を
身
に
ま
と
い
、
楽
器
と

歌
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
お
互
い
の
国
の
文
化
や

習
慣
、
あ
る
い
は
企
業
経
営

の
特
徴
に
つ
い
て
英
語
で
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し

た
。
私
は
ロ
シ
ア
人
の
目
線

で
日
本
の
「
カ
ワ
イ
イ
」
文

化
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
交
流
を
通
じ
て
印
象
的
だ

っ
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
大

学
生
は
ロ
シ
ア
や
日
本
よ
り

も
学
ぶ
意
欲
が
高
く
、
自
身

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
明
確
に

描
い
て
い
た
こ
と
で
す
。
ま

た
日
本
人
に
比
べ
、
オ
ー
プ

ン
な
性
格
で
異
文
化
に
非
常

に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
ゼ
ミ
生
は
必
ず
し
も
英

語
が
得
意
な
学
生
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ボ
デ
ィ

ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
駆
使
し
な

が
ら
、
最
後
は
言
葉
の
壁
を

超
え
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
次
は
ベ
ト
ナ
ム
の

学
生
が
日
本
に
来
た
時
、
同

じ
よ
う
な
交
流
会
が
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

ベトナム合宿を企画
 経営・福原ゼミ

言
葉
の
壁
を
超
え
て

ネ
ッ
ト
に
な
い
臨
場
感

ペルーの街角で安藤さん

グアテマラでのインターンシップ。職員と意見を交わす安藤さん（左）

国民経済大学の学生と交流するゼミ生

漆
山
古
墳
で
の
発
掘
調
査

２
０
１
７
年
９
月

石
金
教
授（
右
）の
見
守
る
な
か

実
験
室
で
脳
波
を
測
定
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関
東
学
生
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
大
会

論
文
賞
５
位
入
賞

事
務
所
で
生
き
た
法
律
と

向
き
合
い
、「
ニ
ュ
ー
ス
を

見
る
目
も
変
わ
っ
た
」
と

語
る
小
川
さ
ん

小川あさ美さん（法４）
法律事務所で弁護士サポート

論文読解に取り組むゼミ生と高久教授(右)

学生交流や企業訪問

５
位
に
入
賞
し
た
境
澤
班

の
メ
ン
バ
ー
。
後
列
左
か

ら
浦
上
さ
ん
、境
澤
さ
ん
。

前
列
左
か
ら
日
野
さ
ん
、

吉
田
さ
ん
、
西
山
さ
ん

人
と
向
き
合
う
大
切
さ
知
る

社会で動く法律を学ぶ


